
愛
知
県
機
械
工
具
商
業
協
同
組
合
（
理
事
長
�
水
谷
隆
彦
氏
・
ミ
ズ
タ
ニ
機
販
社

長
）
は
、
４
月
２５
日
午
後
４
時
３０
分
よ
り
名
古
屋
市
中
区
の
東
京
第
一
ホ
テ
ル
錦
に
て

理
事
会
を
開
い
た
。
理
事
２４
名
が
出
席
し
た
。
通
常
総
会
に
上
程
す
る
議
案
の
審
議
を

は
じ
め
、
７
月
に
開
催
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ
パ
ン
２
０
２
４
（
Ｒ
Ｔ
Ｊ

２
０
２
４
）
の
集
客
に
向
け
た
取
り
組
み
や
各
種
事
業
の
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

冒
頭
、
水
谷
理
事
長
が

「
今
日
は
重
要
な
決
算
と
予

算
の
審
議
が
あ
る
の
で
、
総

会
に
向
け
て
皆
様
の
ご
意
見

を
う
か
が
い
た
い
と
存
じ
ま

す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
挨
拶
。
続
い
て
議
案

審
議
に
入
っ
た
。

１．

組
合
員
・
賛
助
会
員

数
の
状
況
…
事
務
局

組
合
員
２
２
１
社
、
賛
助

会
員
１
０
７
社
（
２
０
２
４

年
３
月
１
日
現
在
）
。
新
た

に
組
合
員
の
林
商
店
（
西
支

部
）
、
前
田
工
機
（
北
支

部
）
の
４
月
１
日
付
で
の
脱

退
が
承
認
さ
れ
た
。

２．

第
８２
回
お
よ
び
第
８３

回
組
合
野
球
大
会
報
告
…
野

崎
憲
昭
福
利
厚
生
部
長
（
常

磐
精
機
会
長
）

第
８２
回
組
合
野
球
大
会
の

Ａ
ゾ
ー
ン
決

勝
戦
「
井
高

対
太
田
廣

Ａ
」
の
試
合

が
３
月
３１
日

に
草
井
球
場

で
開
催
さ

れ
、
井
高
が

優
勝
を
飾
っ

た
。
Ｂ
ゾ
ー

ン
の
決
勝
戦

「
落
合
対
志

知
」
は
都
合

に
よ
り
志
知

が
棄
権
し
た

た
め
、
落
合

の
優
勝
が
決
ま
っ
た
。
野
球

大
会
の
反
省
会
は
４
月
２５

日
。第

８３
回
大
会
は
、
２８
社
３０

チ
ー
ム
（
Ａ
ゾ
ー
ン
１６
、
Ｂ

ゾ
ー
ン
１４
）
が
参
加
し
て
４

月
１３
日
に
一
宮
総
合
運
動
場

で
開
会
し
、
Ａ
・
Ｂ
ゾ
ー
ン

の
１
回
戦
３
試
合
が
実
施
さ

れ
た
。
ま
た
、
大
会
２
日
目

・
３
日
目
は
４
月
２０
日
一
宮

総
合
運
動
場
、
２１
日
草
井
球

場
で
Ａ
・
Ｂ
の
１
回
戦
計
４

試
合
が
行
わ
れ
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
３
月
２２

日
に
東
別
院
会
館
で
キ
ャ
プ

テ
ン
会
議
を
開
催
し
、
大
会

要
項
の
説
明
と
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
抽
選
会
を
行
っ
た
。
今
大

会
は
新
規
加
入
と
復
活
で
４

チ
ー
ム
の
増
加
と
な
っ
た
。

３．

新
入
社
員
研
修
報
告

…
事
務
局

新
入
社
員
研
修
を
４
月

９
、
１０
の
２
日
間
、
東
別
院

会
館
で
開
催
し
た
。
受
講
者

は
２５
名
。
池
野
知
行
氏
（
名

南
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
）
が
講
師
を
務
め
、
挨
拶

や
行
動
な
ど
社
会
人
と
し
て

の
基
本
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
と
、
学
生
か
ら
社
会
人
へ

の
意
識
の
切
り
替
え
を
主
旨

に
実
施
さ
れ
た
。

４．

セ
ー
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ

ア
ス
ク
ー
ル
予
告
…
事
務
局

令
和
６
年
度
も
セ
ー
ル
ス

エ
ン
ジ
ニ
ア
ス
ク
ー
ル
を
２

回
開
催
す
る
。
第
１
回
日
程

は
６
月
１３
〜
１５
日
、
第
２
回

日
程
は
１２
月
５
〜
７
日
の
３

日
間
、
い
ず
れ
も
中
部
ポ
リ

テ
ク
セ
ン
タ
ー
で
の
開
催
を

予
定
。
１
・
２
回
共
に
研
修

内
容
は
同
じ
で
、
講
師
を
ポ

リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
指
導
員
が

務
め
る
。
募
集
定
員
は
各
２０

名
。５．

Ｒ
Ｔ
Ｊ
２
０
２
４

（
ロ
ボ
ッ
ト
展
）
に
つ
い
て

…
森
田
乾
嗣
実
行
委
員
長

（
副
理
事
長
／
モ
リ
タ
社

長
）２

０
２
４
年
７
月
４
〜
６

日
に
愛
知
県
国
際
展
示
場

（
Ａ
ｉ
ｃ
ｈ
ｉ

Ｓ
ｋ
ｙ

Ｅ
ｘ
ｐ
ｏ
）Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
ホ
ー

ル
で
開
催
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
展

の
開
催
要
項
が
ま
と
ま
り
、

出
展
者
説
明
会
が
３
月
１９

日
、同
展
示
場
で
会
場
の
見

学
会
を
兼
ね
て
行
わ
れ
た
。

組
合
関
係
出
展
者
は
７１
社

・
３
９
６
小
間
と
な
り
、
目

標
の
３
０
０
小
間
を
大
幅
に

上
回
っ
た
。
会
期
中
は
組
合

事
務
局
を
Ｅ
ホ
ー
ル
に
設
置

し
て
、
関
係
出
展
者
を
は
じ

め
、
展
示
会
役
員
、
実
行
委

員
に
食
事
・
休
憩
所
と
し
て

開
放
す
る
。
会
期
中
の
事
務

局
は
三
役
・
事
業
部
理
事
を

中
心
に
対
応
す
る
が
、
各
理

事
に
は
来
場
の
際
、
食
事
を

用
意
す
る
。

動
員
に
つ
い
て
、
来
場
者

数
は
ロ
ボ
ッ
ト
展
の
位
置
づ

け
を
左
右
す
る
大
き
な
課
題

と
な
る
た
め
、
第
２
回
目
と

な
る
今
展
は
前
回
展
に
増
し

て
更
に
多
く
の
動
員
を
目
指

す
。
今
後
の
活
動
と
し
て

は
、
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
展
同
様
に
招

待
券
、
チ
ラ
シ
を
組
合
員
経

由
で
ユ
ー
ザ
ー
に
配
布
し
来

場
を
お
願
い
す
る
。
た
だ

し
、
今
展
で
も
入
場
を
ス
ム

ー
ズ
に
す
る
た
め
極
力
、
入

場
証
の
事
前
登
録
を
要
請
す

る
。
招
待
券
は
連
休
明
け
に

順
次
発
送
す
る
。

会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ

い
て
、
前
回
展
で
混
乱
し
た

駐
車
場
は
二
度
手
間
と
な
っ

た
割
引
の
精
算
機
を
省
く
た

め
、
混
雑
は
多
少
緩
和
さ
れ

る
見
込
み
と
な
る
。
ま
た
、

展
示
会
終
了
後
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
展
の
検
証
を
兼
ね
た
報
告

会
と
懇
親
会
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。

６．

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

報
告
…
髙
田
研
至
ブ
ロ
ッ
ク

長（
副
理
事
長
／
井
高
社
長
）

令
和
５
年
度
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
会
議
を
３
月
１４
日
、
オ
ー

ク
ラ
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

浜
松
で
開
催
し
た
。
幹
事
団

体
は
遠
州
機
工
会
（
会
長
�

前
嶋
孝
行
氏
・
前
島
商
会
社

長
）。
２９
名
が
参
加
し
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
所
属
す
る

各
団
体
の
役
員
を
招
集
し
て

開
催
さ
れ
、
各
地
域
の
業
界

の
課
題
や
状
況
に
つ
い
て
意

見
を
交
換
し
対
応
を
議
論
し

た
。
ま
た
、
会
議
の
前
に
は

地
元
企
業
の
ス
ズ
キ
博
物
館

や
ヤ
マ
ハ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

見
学
会
も
実
施
さ
れ
た
。

７．

令
和
６
年
度
通
常
総

会
に
つ
い
て
…
志
知
亨
総
務

部
長（
志
知
会
長
）

令
和
５
年
度
決
算
お
よ
び

令
和
６
年
度

予
算
案
に
つ

い
て
、
梅
村

龍
盛
会
計
理

事
（
梅
村
本

店
社
長
）
よ

り
説
明
が
あ

っ
た
。
▽
支

部
は
令
和
５

年
度
収
支
報

告
書
を
実
数
で
４
月
末
日
ま

で
に
事
務
局
に
提
出
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
▽
各
部
会

の
令
和
６
年
度
予
算
案
が
示

さ
れ
た
。
▽
４
月
２５
日
（
本

理
事
会
当
日
）
開
催
の
三
役

会
お
よ
び
常
任
理
事
会
で
、

令
和
５
年
度
決
算
報
告
が
承

認
さ
れ
、
令
和
６
年
度
予
算

案
が
検
討
さ
れ
た
。
▽
令
和

６
年
度
総
会
議
案
書
原
稿
の

校
正
を
各
理
事
に
依
頼
（
５

月
７
日
ま
で
）
。
▽
総
会
の

進
行
に
つ
い
て
は
、
司
会
を

総
務
部
・
近
藤
幹
浩
理
事

（
大
東
通
商
社
長)

、
議
長

を
総
務
部
・
近
藤
尚
文
理
事

（
油
博
商
店
社
長)

が
そ
れ

ぞ
れ
務
め
る
。
▽
総
会
は
、

役
員
改
選
期
に
あ
た
り
通
常

通
り
開
催
す
る
。
本
理
事
会

に
て
理
事
候
補
者
お
よ
び
監

事
が
承
認
さ
れ
、
総
会
に
上

程
す
る
。
総
会
後
の
懇
親
会

も
通
常
通
り
開
催
す
る
。

８．

青
年
部
総
会
に
つ
い

て
…
滝
澤
有
一
青
年
部
長

（
松
本
商
店
社
長
）

青
年
部
の
令
和
６
年
度
総

会
を
７
月
２
日
、
東
京
第
一

ホ
テ
ル
錦
で
開
催
す
る
。

９．

三
役
・
常
任
理
事
会

報
告
…
水
谷
理
事
長

４
月
２５
日
、
三
役
会
お
よ

び
三
役
常
任
理
事
会
を
開
催

し
、
令
和
６
年
度
総
会
に
向

け
た
決
算
書
の
承
認
を
は
じ

め
、
予
算
案
お
よ
び
役
員
改

選
に
関
わ
る
役
員
組
織
に
つ

い
て
検
討
し
た
。

支
部
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
各
支
部
の
剰
余
金
が
減

少
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度

は
支
給
を
増
額
す
る
こ
と
で

意
見
が
ま
と
ま
っ
た
。
役
員

組
織
案
も
報
告
さ
れ
た
。

１０．

事
務
局
職
員
の
採
用

に
つ
い
て
…
水
谷
理
事
長

事
務
局
長
退
任
に
伴
う
後

任
職
員
の
採
用
が
決
ま
り
、

５
月
７
日
よ
り
勤
務
を
開
始

す
る
。
前
任
の
山
崎
氏
は
、

引
継
ぎ
を
兼
ね
て
７
月
の
ロ

ボ
ッ
ト
展
終
了
ま
で
通
常
通

り
勤
務
し
た
後
、
引
継
ぎ
が

落
ち
着
い
た
時
点
で
退
職
す

る
。１１．

そ
の
他
…
事
務
局

景
況
調
査
（
４
月
１
日
実

施
）
の
集
計
結
果
が
報
告
さ

れ
た
。

次
回
理
事
会
は
、
６
月
１８

日
午
後
４
時
３０
分
よ
り
東
京

第
一
ホ
テ
ル
錦
で
開
催
予

定
。

◇

今
回
の
４
月
理
事
会
で
は

議
案
審
議
の
前
に
、
ロ
ボ
ッ

ト
展
を
主
催
す
る
ニ
ュ
ー
ス

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
社
よ
り
展
示

会
の
概
要
説
明
な
ど
が
行
わ

れ
た
。

樋
口
八
郎
社
長
は「
お
陰

様
で
第
２
回
目
と
な
る
Ｒ
Ｔ

Ｊ
２
０
２
４
は
、
現
時
点
で

出
展
者
数
が
２
４
２
社
・
１

３
１
５
小
間
と
、前
回
展
の

２
割
増
以
上
の
規
模
で
開
催

で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。組
合
に
お
い
て
も
森
田

乾
嗣
実
行
委
員
長
を
中
心
に

実
行
委
員
会
を
編
成
し
出
展

募
集
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
、有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。来
場
者
数
は
、前
回（
４

万
１
８
８
０
人
）を
上
回
る

４
万
５
０
０
０
人
を
目
標
に

掲
げ
て
い
ま
す
。前
回
は
第

１
回
目
に
し
て
、
有
り
難
い

こ
と
に
４
万
人
を
超
え
る
方

に
来
て
い
た
だ
い
て
、
今
回

展
の
出
展
募
集
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回

も
目
標
を
上
回
る
来
場
者
を

動
員
し
た
く
、
組
合
員
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
心
よ
り
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
述
べ

た
。続

い
て
平
野
清
嗣
Ｒ
Ｔ
Ｊ

事
務
局
長
よ
り
開
催
要
項
の

詳
細
が
説
明
さ
れ
た
。

総
会
に
向
け
て
理
事
候
補
者
を
承
認

愛
機
工
令
和
６
年
度
４
月
理
事
会
開
く

理事会の様子

挨拶する水谷理事長

Ｒ
Ｔ
Ｊ
２０２４
集
客
への
協
力
要
請
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愛
知
県
管
工
機
材
商
業
協
同
組
合
（
理
事
長
�
峰
澤
彰
宏
氏
・
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ

社
長
）
は
４
月
２３
日
、
名
古
屋
市
中
区
伊
勢
山
に
あ
る
同
組
合
事
務
所
に
て
４
月
理
事

会
を
開
催
。
理
事
ら
１９
名
が
出
席
し
た
。
こ
の
日
は
、
５
月
に
開
催
予
定
の
通
常
総
会

に
諮
ら
れ
る
決
算
な
ら
び
に
事
業
計
画
案
等
に
関
す
る
審
議
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
１０
月

に
開
催
予
定
の
『
第
３４
回
管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
』
の
準
備
進
捗
状
況
の
報
告
等
が

な
さ
れ
た
。

【
経
過
報
告
】
●
３
月
６

日
▽
日
本
工
業
倶
楽
部
会
館

・
大
会
堂
（
東
京
都
千
代
田

区
丸
の
内
）
で
開
催
さ
れ
た

管
機
連
（
全
国
管
工
機
材
商

業
連
合
会
）
理
事
会
に
、
大

藪
淳
一
愛
知
組
合
相
談
役

（
管
機
連
副
会
長
／
大
清
社

長
）
が
出
席
。
事
務
局
員
２

名
が
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
。
●

同
２６
日
▽
組
合
事
務
所
で
三

役
・
常
任
理
事
会
開
催
。
●

同
２９
日
▽
組
合
だ
よ
り
第
１

５
１
号
発
送
。
●
４
月
１６
日

▽
名
古
屋
市
上
下
水
道
局
給

排
水
設
備
課
へ
石
原
太
郎
副

理
事
長
兼
展
示
会
実
行
委
員

長
（
原
芳
商
会
社
長
）
と
倉

地
克
明
展
示
会
実
行
副
委
員

長
（
倉
地
社
長
）
、
事
務
局

員
が
展
示
会
開
催
の
挨
拶
を

兼
ね
て
訪
問
。
●
同
２２
日
▽

組
合
事
務
所
で
会
計
監
査
会

開
催
。

【
議
事
／
決
算
・
総
会
関

連
】
令
和
６
年
度
第
６２
回
通

常
総
会
開
催
な
ら
び
に
議
案

項
目
承
認
の
件
▽
上
程
さ
れ

た
令
和
５
年
度
事
業
報
告
内

容
お
よ
び
決
算
報
告
内
容
、

令
和
６
年
度
収
支
予
算
案
お

よ
び
事
業
計
画
案
は
、
い
ず

れ
も
満
場
一
致
で
承
認
可
決

さ
れ
た
。
第
６２
回
通
常
総
会

は
５
月
１４
日
１７
時
よ
り
、
名

古
屋
市
中
区
の
コ
ー
ト
ヤ
ー

ド
・
バ
イ
・

マ
リ
オ
ッ
ト

名
古
屋
で
開

催
さ
れ
る
。

当
日
の
受
付

開
始
は
１６
時

３０
分
よ
り
。

総
会
開
催
前

に
同
組
合
５

月
理
事
会
が

同
会
場
で
開

催
さ
れ
る
。

本
誌
発
行
日

現
在
、
本
総

会
へ
の
正
式

な
招
集
状
は

発
信
済
み
。

【
報
告
事
項
１
／
第
３４
回

管
工
機
材
・
設
備
総
合
展
準

備
進
捗
状
況
】
①
４
月
１
日

▽
展
示
会
事
務
局
の
ニ
ホ
ン

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
よ
り
出
品
案

内
発
送
。
②
展
示
会
ポ
ス
タ

ー
を
組
合
員
、
賛
助
会
員
に

発
送
。
③
理
事
会
当
日
現

在
、
出
品
申

込
社
数
３９
社

８３
小
間
（
目

標
２
３
０
小

間
）
。
④
８

月
６
日
▽
展

示
会
会
場
の

吹
上
ホ
ー
ル

（
名
古
屋
市

千
種
区
）
に

て
出
品
者
会
議
の
開
催
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

【
報
告
事
項
２
／
２
０
２

６
年
ア
ジ
ア
競
技
大
会
開
催

に
お
け
る
会
場
使
用
に
つ
い

て
】
名
古
屋
市
で
ア
ジ
ア
競

技
大
会
が
開
催
さ
れ
る
２
０

２
６
年
は
『
第
３５
回
管
工
機

材
・
設
備
総
合
展
』
開
催
年

で
も
あ
る
が
、
ア
ジ
ア
競
技

大
会
開
催
に
伴
い
吹
上
ホ
ー

ル
、
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や

が
ほ
ぼ
通
年
使
用
不
可
と
判

明
。
第
３５
回
展
の
開
催
会
場

等
に
関
し
て
は
今
後
も
継
続

し
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

【
報
告
事
項
３
／
各
部
会

報
告
】
①
総
務
部
会
▽
名
管

会
ゴ
ル
フ
大
会
を
９
月
１０
日

に
開
催
予
定
。
会
場
は
愛
知

カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
東
山
コ

ー
ス
（
名
古
屋
市
名
東

区
）
。
予
定
参
加
数
は
１６
組

を
想
定
。
参
加
申
込
締
切
は

６
月
２１
日
必
着
。
②
広
報
部

会
▽
３
月
２９
日
、
組
合
だ
よ

り
第
１
５
１
号
を
発
送
。
③

組
合
加
入
促
進
部
会
▽
賛
助

会
員
の
日
本
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

工
業
が
令
和
５
年
度
で
退
会

を
表
明
。
こ
れ
が
承
認
さ
れ

た
。【

報
告
事
項
４
／
管
機
連

理
事
会
報
告
】
３
月
６
日
に

令
和
５
年
度
第
３
回
理
事
会

を
日
本
工
業
倶
楽
部
会
館
・

大
会
堂
に
て
開
催
。
同
組
合

か
ら
は
大
藪
相
談
役
（
管
機

連
副
会
長
）
が
出
席
し
た
。

事
務
局
員
２
名
は
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
。
議
事
内
容
は
以
下

の
通
り
。
●
議
事
１
▽
竹
内

恭
一
会
計
理
事
（
タ
ケ
ウ

チ
）
の
逝
去
に
伴
う
管
機
連

理
事
会
の
体
制
に
つ
い
て
�

向
山
管
機
連
副
会
長
が
次
期

改
選
ま
で
兼
任
と
な
っ
た
。

●
議
事
２
▽
令
和
６
年
度
第

１
回
管
機
連
理
事
会
な
ら
び

に
第
１２
回
管
機
連
定
時
社
員

総
会
を
６
月
１７
日
、
ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ク
半
蔵
門

（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
開

催
予
定
。
●
議
事
３
▽
管
機

連
イ
メ
ー
ジ
ガ
ー
ル
（
ゴ
ル

フ
ァ
ー
）
の
ス
ポ
ン
サ
ー
契

約
に
つ
い
て
。
●
議
事
４
▽

２
０
２
４
年
度
冬
季
休
暇
に

つ
い
て
�
１２
月
２８
日
〜
２
０

２
５
年
１
月
５
日
ま
で
。

【
報
告
事
項
５
／
訃
報
】

３
月
１３
日
、
愛
知
組
合
組
合

員
の
宇
佐
見
徳
秋
橋
本
総
業

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
長
（
当
時
）

が
逝
去
し
た
。
享
年
７５
。

【
報
告
事
項
６
／
今
後
の

理
事
会
開
催
日
程
（
予

定
）
】
●
５
月
１４
日
▽
コ
ー

ト
ヤ
ー
ド
・
バ
イ
・
マ
リ
オ

ッ
ト
名
古
屋
。
●
７
月
２
日

▽
組
合
事
務
所
。
●
９
月
３

日
▽
組
合
事
務
所
。
●
１１
月

５
日
▽
組
合
事
務
所
。
●
２

０
２
５
年
１
月
２２
日
▽
名
古

屋
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ

テ
ル
。
●
同
３
月
４
日
▽
組

合
事
務
所
。
以
上
の
日
程
、

開
催
場
所
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

日
本
工
作
機
械
工
業
会

（
会
長
�
稲
葉
善
治
氏
・
フ

ァ
ナ
ッ
ク
会
長
）
が
４
月
１８

日
発
表
し
た
２
０
２
３
年
度

（
２
０
２
３
年
４
月
〜
２４
年

３
月
）
の
工
作
機
械
受
注
累

計
は
、
総
額
が
前
年
度
比
１４

・
８
％
減
の
１
兆
４
５
３
１

億
円
で
、
３
年
ぶ
り
の
減
少

と
な
っ
た
。
１
兆
５
０
０
０

億
円
割
れ
は
３
年
ぶ
り
。
内

需
は
減
少
傾
向
が
続
い
た
も

の
の
、
外
需
は
横
ば
い
圏
内

の
受
注
を
維
持
し
た
。

内
需
は
、
２１
・
３
％
減
の

４
５
７
５
億
円
で
、
３
年
ぶ

り
の
減
少
。
５
０
０
０
億
円

割
れ
は
３
年
ぶ
り
と
な
っ

た
。主

要
業
種
で
は
「
一
般
機

械
」
と
「
自
動
車
」
が
３
年

ぶ
り
の
減
少
、
「
電
気
・
精

密
」
は
２
年
連
続
の
減
少
。

「
航
空
・
造
船
・
輸
送
用
機

械
」
の
み
前
年
度
よ
り
増
加

し
た
（
３
年
連
続
）
。

外
需
は
、
１１
・
４
％
減
の

９
９
５
６
億
円
と
な
り
、
４

年
ぶ
り
に
減
少
し
た
。
３
年

ぶ
り
の
１
兆
円
割
れ
だ
が
、

過
去
５
番
目
の
高
水
準
。

主
要
３
極
は
す
べ
て
前
年

度
よ
り
減
少
し
た
。
ア
ジ
ア

は
、
イ
ン
ド
が
好
調
な
が
ら

中
国
は
減
速
し
、
３
年
ぶ
り

の
５
０
０
０
億
円
割
れ
。
欧

州
は
、
２
０
２
１
年
度
か
ら

横
ば
い
圏
内
の
動
き
が
続

き
、
３
年
連
続
の
２
０
０
０

億
円
超
え
。
主
要
３
極
で
最

も
堅
調
な
北
米
は
、
３
年
連

続
の
３
０
０
０
億
円
超
え
で

過
去
２
番
目
の
高
水
準
だ
っ

た
。
外
需
比
率
は
前
年
度
か

ら
２
・
６
Pt
上
昇
し
て
６８
・

５
％
と
な
り
、
過
去
最
高
を

更
新
し
た
。

併
せ
て
発
表
さ
れ
た
２
０

２
４
年
３
月
分
の
工
作
機
械

受
注
実
績
は
、
総
額
が
前
年

同
月
比
３
・
８
％
減
の
１
３

５
６
億
５０
百
万
円
と
な
り
、

１５
か
月
連
続
し
て
前
年
を
下

回
っ
た
も
の
の
、
前
月
比
で

は
１８
・
８
％
増
で
６
か
月
ぶ

り
の
１
３
０
０
億
円
超
え
と

な
っ
た
。

３
月
は
季
節
要
因
に
よ
る

増
加
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

市
況
に
大
き
な
変
化
は
な

く
、
弱
含
む
中
で
底
堅
い
動

き
が
続
い
た
。

内
需
は
、
前
年
同
月
比
０

・
２
％
減
の
４
９
２
億
５７
百

万
円
と
な
っ
た
。
期
末
効
果

に
よ
り
前
月
比
で
は
５１
・
４

％
増
の
大
幅
増
と
な
り
、
６

か
月
ぶ
り
の
４
５
０
億
円
超

え
。
前
年
同
月
比
も
微
減

で
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
の
水
準

を
確
保
し
た
。

外
需
は
、
前
年
同
月
比
５

・
７
％
減
の
８
６
３
億
９３
百

万
円
。
前
月
比
で
は
５
・
８

％
増
と
な
り
、
主
要
３
極
す

べ
て
で
増
加
し
３
か
月
ぶ
り

の
８
５
０
億
円
超
え
と
な
っ

た
。
中
国
で
の
春
節
明
け
後

の
増
加
や
北
米
の
大
型
受
注

等
が
増
加
に
寄
与
し
た
。

参加理事へ挨拶する峰澤理事長

展
示
会
準
備
着
々
と
進
行
中

決
算
承
認
理
事
会
開
催

愛
知
県
管
工

機
材
商
協
組

５
月
１４
日
通
常
総
会
に
向
け

２０２３
年
度
の
工
作
機
械
受
注
総
額

前
年
度
比
１４.８
％
減
の
１
兆
４５３１
億
円

日
工
会
３
年
ぶ
り
に
減
少
に
転
じ
る

総会を控え審議事項は盛りだくさん

２０２４
年
３
月
分
の
受
注
総
額
は

６
か
月
ぶ
り
の
１３００
億
円
超
え

（２）令和６年５月１９日（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）第２８８７号



機
械
・
工
具
の
総
合
商
社
、
井
高
（
社
長
�
髙
田
研
至
氏
、
本
社
�
名
古
屋
市
中

区
）
は
１
９
２
４
年
の
創
業
か
ら
今
年
２
月
で
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
３
月
１１
日
、
名

古
屋
市
中
村
区
の
名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
に
て
「
創
業
１
０
０
周
年
感

謝
の
夕
べ
・
講
演
会
」
を
開
催
し
た
。
仕
入
先
メ
ー
カ
ー
ら
約
２
７
０
人
が
出
席
す
る

中
、
次
な
る
１
０
０
年
に
向
け
て
、
常
に
必
要
と
さ
れ
る
商
社
へ
の
飛
躍
を
誓
っ
た
。

髙
田
社
長
は
挨
拶
で
仕
入
先
各
社
の
こ
れ
ま
で
の
支
援
に
感
謝
し
、
「
将
来
に
わ
た
っ

て
、
仕
入
先
様
か
ら
も
、
お
客
様
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
商
社
を
め
ざ
す
」
と
決
意
を
述

べ
た
。

当
日
は
「
講
演
会
」
と

「
感
謝
の
夕
べ
」
の
２
部
構

成
。
第
１
部
講
演
会
で
は
、

ナ
カ
ニ
シ
自
動
車
産
業
リ
サ

ー
チ
代
表
ア
ナ
リ
ス
ト
中
西

孝
樹
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が

行
わ
れ
、
「
Ｅ
Ｖ
を
制
し
た

国
が
、
世
界
の
経
済
を
支
配

す
る

『
ト
ヨ
タ
の
Ｅ
Ｖ
戦

争
』
」
と
題
し
て
、
Ｅ
Ｖ
を

中
心
に
自
動
車
産
業
の
最
新

動
向
や
将
来
に
つ
い
て
幅
広

く
解
説
さ
れ
た
。

第
２
部
の
感
謝
の
夕
べ
で

挨
拶
に
立
っ
た
髙
田
社
長

は
、
創
業
か
ら
の
同
社
の
歩

み
を
振
り
返
り
「
自
動
車
産

業
は
数
年
前
か
ら
『
１
０
０

年
に
一
度
の
大
変
革
期
』
と

言
わ
れ
、
当
社
に
お
い
て
も

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
変
化
に
対

応
し
た
新
た
な
取
り
組
み
が

必
要
」
と
の
認
識
を
示
し
、

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
「
長

年
に
わ
た
り
得
意
と
し
て
き

た
加
工
、
洗
浄
、
計
測
、
組

立
と
い
っ
た
工
程
分
割
生
産

ラ
イ
ン
か
ら
、
複
合
加
工

機
、
５
軸
加
工
機
を
活
用
し

た
工
程
集
約
型
の
モ
ノ
づ
く

り
、
自
動
化
、
Ｄ
Ｘ
化
、
Ａ

Ｉ
活
用
に
よ
る
生
産
性
向
上

な
ど
、
井
高
の
最
大
の
強
み

で
あ
る
仕
入
先
様
と
の
連
携

に
よ
り
、
お

客
様
の
意
識

改
革
を
進
め

て
ま
い
り
た

い
。
海
外
に

お
い
て
は
、

現
地
社
員
の
積
極
的
登
用
・

採
用
に
よ
り
、
日
系
ユ
ー
ザ

ー
だ
け
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー

バ
ル
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
販
売
を

強
化
し
て
い
く
。
さ
ら
に
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分
野
に
も

人
員
を
強
化
し
、
メ
ー
カ
ー

開
拓
、
ユ
ー
ザ
ー
開
拓
を
進

め
、
１
つ
の
柱
と
し
て
育
て

て
い
く
」
と
の
考
え
を
語
っ

た
。さ

ら
に
、
同
社
が
２
０
２

３
年
度
の
テ
ー
マ
に
掲
げ
る

「
４
Ｃ
＋
Ｓ
」
―
Ｃ
ｈ
ａ
ｎ

ｇ
ｅ
・
Ｃ
ｈ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｎ
ｇ

ｅ
・
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
・
Ｃ
ｏ

ｏ
ｒ
ｄ
ｉ
ｎ
ａ
ｔ
ｅ
プ
ラ
ス

Ｓ
ｐ
ｅ
ｅ
ｄ
―
に
「
全
社
員

で
取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
先

も
信
頼
さ
れ
る
商
社
を
め
ざ

し
て
い
る
。
一
人
一
人
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
が
重
要
で
あ

り
、
一
層
の
教
育
強
化
に
よ

り
、
時
代
の
変
化
に
対
応
で

き
る
社
員
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
」
と
髙
田
社
長
。
仕
入

先
に
対
し
引
き
続
き
支
援
と

協
力
を
求
め
た
。

主
賓
の
森
雅
彦
Ｄ
Ｍ
Ｇ
森

精
機
社
長
は
祝
辞
で
、
同
社

国
内
販
売
の
約
１０
％
に
及
ぶ

販
売
協
力
に
対
し
て
感
謝
の

意
を
表
し
、
「
情
報
・
企
画

・
信
頼
の
井
高
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
そ

こ
に
中
部
・

名
古
屋
な
ら

で
は
の
堅
実

さ
と
、
パ
ッ

と
変
わ
れ
る

俊
敏
さ
が
あ

り
、
特
に
高

田
研
至
社
長

に
な
っ
て
か

ら
は
海
外
展
開
は
じ
め
国
内

で
も
素
早
く
対
応
さ
れ
て
い

る
」
と
称
賛
。
「
今
日
納
め

た
機
械
は
あ
と
２０
年
使
え
る

の
で
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
治

具
な
ど
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

し
、
お
客
様
が
ど
の
方
向
に

進
も
う
と
も
対
応
で
き
る
よ

う
商
品
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

し
て
い
く
。
そ
れ
を
井
高
様

と
一
緒
に
や
っ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

乾
杯
に
あ
た
り
、
木
下
聡

タ
ン
ガ
ロ
イ
社
長
が
「
当
社

の
創
業
当
時
よ
り
お
付
き
合

い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

特
別
な
存
在
。
日
本
の
モ
ノ

づ
く
り
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

Ｉ
Ｔ
化
、
環
境
規
制
な
ど
の

マ
ー
ケ
ッ
ト
変
化
に
確
実
に

対
応
し
て
事
業
を
成
長
・
拡

大
さ
れ
、
感
服
し
て
い
る
。

髙
田
社
長
は
自
動
車
の
変
革

期
に
関
し
て
も
チ
ャ
ン
ス
と

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
て
色
々

な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
お

り
、
井
高
様
が
今
後
も
１
２

０
周
年
、
…
、
２
０
０
周
年

と
継
続
し
て
い
か
れ
る
の
は

間
違
い
な
い
と
確
信
し
て
い

る
。
優
れ
た
商
社
と
し
て
の

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
力
を
中

心
に
し
て
、
私
ど
も
メ
ー
カ

ー
も
お
客
様
へ
の
お
役
立
ち

を
忘
れ
ず
に
、
共
に
信
頼
と

絆
を
深
め
お
客
様
に
対
応
し

て
い
き
た
い
」
と
の
言
葉
を

贈
り
、
力
強
い
発
声
で
乾
杯

し
た
。

祝
宴
は
終

始
和
や
か
に

進
行
。
現
在

Ｄ
Ｍ
Ｇ
森
精

機
で
修
行
中

の
髙
田
社
長

の
長
男
崚
史

氏
が
参
加
者

と
挨
拶
を
交

わ
す
姿
も
見
ら
れ
た
。

最
後
に
、
間
瀬
宏
井
高
専

務
取
締
役
が
「
今
の
井
高
が

あ
る
の
は
、
経
営
ト
ッ
プ
の

先
見
性
と
、
そ
れ
を
具
現
化

し
て
く
れ
た
先
輩
方
の
努
力

が
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
以

上
に
、
本
日
ご
参
加
の
仕
入

先
の
皆
様
方
を
は
じ
め
と
し

た
国
内
２
５
０
０
社
の
仕
入

先
様
の
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
、
ま
た
、
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー

プ
様
を
筆
頭
に
２
７
０
０
社

と
い
う
ユ
ー
ザ
ー
様
の
存
在

の
お
か
げ
」
と
改
め
て
御
礼

を
述
べ
る
と
共
に
新
た
な
１

０
０
年
に
向
け
た
再
ス
タ
ー

ト
を
誓
い
、
一
本
締
め
で
閉

会
と
な
っ
た
。

同
社
は
、
１
９
２
４
年
２

月
１１
日
、
創
業
者
の
髙
田
勝

彦
氏
が
義
兄
・
井
上
藤
三
郎

氏
の
協
力
を
得
て
、
「
井
高

商
会
」
を
創
立
。
工
業
化
が

急
速
に
進
展
し
つ
つ
あ
っ
た

日
本
の
時
勢
に
身
を
投
じ
、

一
翼
を
担
っ
て
い
こ
う
と
の

思
い
か
ら
の
船
出
だ
っ
た
。

戦
後
の
混
乱
期
を
経
て
、
１

９
５
０
年
に
法
人
組
織
に
改

組
。
朝
鮮
特
需
な
ど
も
あ
り

業
績
は
回
復
し
、
将
来
に
向

け
て
の
基
礎
が
築
か
れ
た
。

１
９
７
０
年
、
現
社
名
に

改
称
。
髙
田
真
吾
氏
が
２
代

目
社
長
に
就
任
し
、
新
た
な

経
営
理
念
を
制
定
し
組
織
の

近
代
化
を
推
進
し
た
。
同
社

の
基
本
と
な
る
「
現
場
第
一

主
義
」
の
根
幹
が
確
立
さ

れ
、
顧
客
満
足
度
の
向
上
に

至
っ
た
。
自
動
車
産
業
へ
の

シ
フ
ト
が
大
き
な
転
換
点
と

な
り
、
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
と

の
取
引
拡
大
で
急
成
長
し
、

盤
石
な
企
業
体
質
が
構
築
さ

れ
た
。

１
９
９
７
年
、
髙
田
研
至

氏
が
３
代
目
社
長
に
就
任
。

海
外
進
出
へ
と
舵
を
切
り
、

２
０
０
０
年
の
米
国
を
皮
切

り
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ビ
ジ

ネ
ス
展
開
を
加
速
さ
せ
た
。

現
在
、
国
内
１０
拠
点
、
海
外

９
カ
国
１７
拠
点
を
展
開
し
、

顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

っ
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
１

５
年
に
は
井
高
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
を
設
立
し
、
井
高
グ

ル
ー
プ
を
発
足
さ
せ
た
。

創
業
１
０
０
周
年
を
迎
え

同
社
は
、
社
訓
に
掲
げ
た

「
和
親
協
力
・
誠
心
誠
意
・

責
任
完
遂
・
創
意
工
夫
」
の

精
神
を
胸
に
「
お
客
様
第

一
」
で
邁
進
し
て
い
く
と
共

に
、
経
済
社
会
情
勢
の
変
化

に
柔
軟
に
対
応
し
つ
つ
、
常

に
「
必
要
と
さ
れ
る
商
社
」

と
な
る
べ
く
絶
え
間
な
い
挑

戦
を
続
け
、
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
へ
と
向
か
っ
て
い
く
方
針

で
あ
る
。

乾杯は木下聡タンガロイ社長

創
業
１００
周
年
を
祝
い「
感
謝
の
夕
べ
」

創
業
１００
周
年
を
祝
い「
感
謝
の
夕
べ
」

井
高

仕
入
先
な
ど
２７０
人
が
集
い
盛
大
に
開
催

森雅彦ＤＭＧ森精機社長が祝辞

必
要
と
さ
れ
る
商
社
へ
決
意
新
た
に

多数の仕入先に感謝を伝える

挨拶する髙田研至井高社長

創業１００周年を記念して編纂された社史
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愛
知
県
機
械
工
具
商
業
協
同
組
合
（
理
事
長
�
水
谷
隆
彦
氏
・
ミ
ズ
タ
ニ
機
販
社

長
）
の
支
部
は
４
月
、
各
地
で
令
和
６
年
度
支
部
総
会
を
開
催
し
、
支
部
推
薦
の
理
事

候
補
者
の
選
出
を
行
っ
た
。
本
部
組
合
の
通
常
総
会
は
５
月
２８
日
に
名
古
屋
市
中
区
の

ホ
テ
ル
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開
か
れ
る
。

西
支
部
（
支
部
長
�
内
藤

和
美
氏
・
内
藤
商
事
社
長
）

は
４
月
４
日
、
信
州
木
曽
の

郷
土
料
理
を
堪
能
で
き
る

「
木
曽
屋
」

（
名
古
屋
市
中

区
金
山
）
に
て

支
部
総
会
を
開

催
し
た
。
支
部

員
総
数
２９
名
中

２３
名
（
委
任
状

含
め
）
と
過
半

数
が
出
席
。
本

総
会
の
成
立

が
、
司
会
兼
議

長
を
務
め
た
矢

野
茂
雄
氏
（
滝

川
物
産
社
長
）

よ
り
宣
言
さ
れ

た
。冒

頭
、
内
藤
支
部
長
か
ら

「
２
０
２
４
年
度
は
多
く
の

事
業
計
画
を
盛
り
込
ん
で
お

り
ま
す
の
で
、
本
日
は
慎
重

審
議
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
」
と
挨
拶
が
あ

り
、
早
速
、
以
下
の
議
案
に

つ
い
て
審
議
・
報
告
が
な
さ

れ
た
。

【
第
１
号
議
案
】
令
和
５

年
度
（
令
和
５
年
４
月
１
日

〜
同
６
年
３
月
３１
日
）
事
業

報
告
な
ら
び
に
会
計
報
告
、

会
計
監
査
報
告
承
認
の
件
▽

こ
れ
が
満
場
一
致
で
承
認
可

決
さ
れ
た
。

【
第
２
号
議
案
】
令
和
６

年
度
（
令
和
６
年
４
月
１
日

〜
同
７
年
３
月
３１
日
）
事
業

計
画
案
、
予
算
案
承
認
の
件

▽
共
に
満
場
一
致
で
承
認
可

決
さ
れ
た
。
西
支
部
は
２
０

２
４
年
度
、
以
下
の
事
業
を

計
画
し
て
い
る
。
①
当
日
�

支
部
総
会
、
②
令
和
６
年
６

月
�
宝
塚
見
学
会
、
③
同
８

月
�
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
、
④

同
１２
月
�
忘
年
会
、
⑤
令
和

７
年
２
月
�
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
、
⑥
同
３
月
�
役
員
会
。

【
第
３
号
議
案
】
西
支
部

役
員
な
ら
び
に
愛
機
工
組
合

理
事
改
選
の
件
▽
①
支
部
役

員
▽
小
島
憲
二
氏
（
小
島
商

店
社
長
）
が
退
任
。
岡
谷
機

販
の
役
員
が
蒲
貴
雄
氏
へ
と

変
更
。
そ
の
他
の
役
員
は
全

員
留
任
。
②
吉
野
栄
一
氏

（
吉
野
機
械
工
具
会
長
）
が

組
合
理
事
を
退
任
。
服
部
将

康
氏
（
服
部
社
長
）
の
理
事

推
薦
が
満
場
一
致
で
承
認
可

決
さ
れ
た
。

尾
張
支
部
（
支
部
長
�
服

部
嘉
高
氏
・
服
部
商
会
社

長
）
の
支
部
総
会
は
４
月
４

日
、
名
古
屋
市
西
区
の
「
鴨

料
理

風
月
」
で
午
後
６
時

よ
り
開
催
さ
れ
た
。

近
藤
尚
文
理
事
（
油
傳
商

店
社
長
）
が
司
会
進
行
を
務

め
、
資
格
審
査
発
表
で
支
部

員
数
２２
社
中
、
当
日
出
席
９

社
、
ほ
か
委
任
状
含
め
過
半

数
を
超
え
る
出
席
に
よ
り
総

会
は
成
立
す
る
と
報
告
し

た
。服

部
支
部
長
が「
昨
年
は
、

全
機
工
連
の
愛
知
大
会
と
メ

カ
ト
ロ
テ
ッ
ク
ジ
ャ
パ
ン
に

沢
山
動
員
い
た
だ
き
、
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
年

は
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ジ
ャ
パ
ン
が
７
月
に
あ
り
ま

す
。
前
回
展
は
渋
滞
や
駐
車

場
問
題
等
で
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
し
た
が
、
す
べ
て
解

決
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
会
社
の
方
々
や
お
客

様
を
誘
っ
て
ご
参
加
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
今
回
の

総
会
は
理
事
の
改
選
で
す
。

慎
重
審
議
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
挨
拶
。

支
部
長
が
議
長
を
務
め
て

議
事
に
入
り
、

令
和
５
年
度
事

業
報
告
並
び
に

収
支
決
算
報

告
、
同
監
査
報

告
、
令
和
６
年

度
事
業
計
画
案

並
び
に
収
支
予

算
案
を
い
ず
れ

も
原
案
通
り
承

認
可
決
し
た
。

役
員
改
選
で

は
、
近
藤
理
事

が
退
任
し
、
推

薦
理
事
と
し
て
新
た
に
熊
澤

直
幸
氏
（
ク
マ
ザ
ワ
社
長
）

を
選
出
。服
部
嘉
高
理
事（
服

部
商
会
社
長
）、石
川
真
理
事

（
石
川
工
具
社
長
）
は
留

任
、
坂
倉
慶
信
氏
（
コ
ー
ワ

精
工
販
売
社
長
）
を
次
点
と

し
て
推
薦
す
る
こ
と
を
承
認

し
た
。
近
藤
氏
は
引
き
続
き

支
部
会
計
幹
事
と
す
る
。

議
案
審
議
の
後
、
来
賓
と

し
て
出
席
し
た
山
崎
公
明
組

合
事
務
局
長
が
祝
辞
を
述
べ

て
終
了
し
た
。

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で

は
、
鴨
料
理
を
楽
し
み
な
が

ら
情
報
交
換
な
ど
が
行
わ
れ

た
。

中
南
支
部
（
支
部
長
�
橋

爪
庄
二
氏
・
マ
ル
マ
ン
商
事

社
長
）
は
、
４
月
５
日
午
後

６
時
３０
分
よ
り
名
古
屋
市
中

区
の
「
喰
海

錦
亭
」
に
て

支
部
総
会
を
開
催
し
た
。

森
川
友
英
幹
事
（
サ
カ
イ

リ
フ
テ
ク
）
の
司
会
で
進
め

ら
れ
、
支
部
員
総
数
１９
社
中

１１
社
出
席
、
委
任
状
４
社
で

総
会
が
成
立
す
る
と
宣
言
さ

れ
た
。

橋
爪
支
部
長
が
「
昨
年
度

は
、
皆
様
方
の
協
力
と
積
極

的
な
参
加
に
よ
り
滞
り
な
く

各
事
業
を
実
施
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
今
年
度
も
、
支
部

長
は
じ
め
幹
事
が
手
を
取
っ

て
行
事
を
進
め
て
い
く
所
存

で
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支

援
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
た

後
、
支
部
長
を
議
長
に
各
議

案
の
審
議
に
移
っ
た
。

第
１
号
議
案
�
令
和
５
年

度
事
業
報
告
、
会
計
報
告
並

び
監
査
報
告
は
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案
�
令
和
６
年

度
事
業
計
画
案
並
び
予
算
案

は
、
各
行
事
の
担
当
幹
事
お

よ
び
日
程
に
つ
い
て
詳
細
に

審
議
し
承
認
さ
れ
た
。
６
月

２１
日
に
歴
史
探
訪
、
８
月
２０

日
に
納
涼
会
、
１０
月
１８
日
に

親
睦
行
事
、
１１
月
２２
日
に
忘

年
会
を
開
催
予
定
。

第
３
号
議
案
�
任
期
満
了

に
伴
う
役
員
改
選
の
件
は
、

理
事
の
橋
爪
庄
二
氏
（
マ
ル

マ
ン
商
事
社
長
）
、
水
谷
隆

彦
氏
（
ミ
ズ
タ
ニ
機
販
社

長
）
、
志
知
亨
氏

（
志
知
会
長
）
、

六
浦
康
正
氏
（
六

浦
本
店
社
長
）
４

名
全
員
を
留
任
と

し
、
組
合
の
理
事

候
補
者
に
推
薦
す

る
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
。
次
点
は
岡

本
康
宏
氏
（
岡
新

専
務
）
。

ま
た
、
引
き
続

き
支
部
長
を
橋
爪

氏
が
務
め
、
支
部

幹
事
は
岡
本
康
宏

氏
、
森
川
友
英
氏
、
山
本
定

雄
氏
（
杉
本
商
事
）
、
大
矢

拓
司
氏
（
山
勝
商
会
）
と
し

た
。総

会
終
了
後
は
、
和
や
か

な
懇
親
の
場
が
も
た
れ
た
。

熱
田
支
部
（
支
部
長
�
滝

澤
有
一
氏
・
松
本
商
店
社

長
）
は
、
４
月
９
日
午
後
６

時
よ
り
名
古
屋
市
熱
田
区
の

サ
イ
プ
レ
ス
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ

ル
に
て
支
部
総
会
を
開
い

た
。司

会
進
行
を
木
奈
崎
孝
二

幹
事
（
山
善
）
が
務
め
、
資

格
審
査
発
表
で
支
部
員
２１
社

中
１３
社
出
席
、
委
任
状
６

社
、
合
計
１９
社
と
過
半
数
を

超
え
総
会
は
成
立
す
る
と
宣

言
さ
れ
た
。

滝
澤
支
部
長
が
「
昨
年
は

コ
ロ
ナ
も
明
け
、
総
会
に
始

ま
り
、
歴
史
探
索
、
ビ
ア
パ

ー
テ
ィ
ー
、
忘
年
会
と
行
事

を
行
い
ま
し
た
。
歴
史
探
索

と
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
は
水
谷

理
事
長
の
お
声
掛
け
を
い
た

だ
き
、
中
南
支
部
と
合
同
で

開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。
今
年
は
皆

様
か
ら
の
意
見

も
い
た
だ
き
な

が
ら
、
中
身
の

あ
る
会
を
実
施

し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
。
他

の
支
部
と
の
合

同
企
画
も
考
え

て
お
り
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
に
は

良
い
機
会
な
の
で
、
是
非
ご

参
加
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
」
と
挨
拶
。

滝
澤
支
部
長
を
議
長
に
選

出
し
て
議
案
審
議
を
行
い
、

第
１
号
議
案
の
１
�
令
和
５

年
度
事
業
報
告
承
認
の
件
、

第
１
号
議
案
の
２
�
令
和
５

年
度
収
支
決
算
報
告
承
認
の

件
、
監
査
報
告
、
第
２
号
議

案
の
１
�
令
和
６
年
度
事
業

計
画
案
の
件
、
第
２
号
議
案

の
２
�
令
和
６
年
度
収
支
予

算
案
の
件
は
、
い
ず
れ
も
原

案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案
�
役
員
改
選

で
は
、
理
事
の
滝
澤
有
一
氏

（
松
本
商
店
社
長
）
、
小
浦

正
喜
氏
（
こ
う
ら
社
長
）
、

山
本
員
彰
氏
（
セ
ン
サ
ス
ヤ

マ
モ
ト
社
長
）
を
留
任
と

し
、
次
点
の
川
島
健
一
氏

（
川
島
商
事
社
長
）
と
合
わ

せ
て
、
組
合
の
理
事
候
補
者

に
推
薦
す
る
。
支
部
長
は
引

き
続
き
滝
澤
氏
が
務
め
、
支

部
幹
事
６
名
も
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
は
懇
親
会
へ

と
移
行
し
、
支
部
員
相
互
の

親
睦
が
図
ら
れ
た
。

愛
機
工
組
合

令
和
６
年
度
支
部
総
会

愛
機
工
組
合

令
和
６
年
度
支
部
総
会

西

支

部

中
南
支
部

役
員
改
選
へ

盛
り
沢
山
の
今
年
度
事
業

活
発
な
事
業
実
施
を
報
告

橋
爪
支
部
長
ほ
か
全
理
事
留
任

熱
田
支
部

滝
澤
支
部
長
は
じ
め
全
理
事
留
任

次
点
に
川
島
氏（
川
島
商
事
）

尾
張
支
部

近
藤
氏（
油
傳
商
店
）が
理
事
退
任

新
理
事
候
補
に
熊
澤
氏（
ク
マ
ザ
ワ
）

（４）令和６年５月１９日（第１・２・３日曜日発行）（昭和３５年９月２５日
第三種郵便物認可）第２８８７号



東
支
部
（
支
部
長
�
野
崎

憲
昭
氏
・
常
磐
精
機
会
長
）

は
、
４
月
１０
日
午
後
６
時
３０

分
よ
り
名
古
屋
市
中
区
の
東

京
第
一
ホ
テ
ル
錦
に
て
支
部

総
会
を
開
い
た
。

坂
井
一
斉
支
部
幹
事
（
サ

ン
コ
ー
商
事
）
の
司
会
進
行

で
開
会
し
、
冒
頭
、
野
崎
支

部
長
が
「
お
忙
し
い
中
、
お

集
ま
り
い
た
だ
き
感
謝
し
て

い
ま
す
。
今
日
は
役
員
改
選

の
総
会
で
も
あ
り
ま
す
。
突

然
で
す
が
、
私
は
支
部
長
並

び
に
理
事
を
退
任
す
る
決
断

を
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

東
支
部
が
益
々
発
展
さ
れ
る

よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
」
と

挨
拶
。

司
会
者
よ
り
資
格
審
査
発

表
が
行
わ
れ
、

支
部
員
２７
社
中

出
席
２３
社
（
本

人
出
席
２０
社
、

委
任
状
３
社
）

で
総
会
が
成
立

す
る
と
宣
言
さ

れ
た
。

議
長
に
支
部

長
を
選
任
し
て

各
議
案
の
審
議

を
行
い
、令
和

５
年
度
事
業
報

告
、
同
決
算
報

告
、監
査
報
告
、

令
和
６
年
度
事
業
計
画
案
、

同
予
算
案
を
原
案
通
り
承
認

可
決
し
た
。今
年
度
の
主
な

事
業
は
支
部
総
会
、ビ
ア
パ

ー
テ
ィ
ー
、親
睦
イ
ベ
ン
ト
、

忘
年
会
、幹
事
会
な
ど
。

役
員
改
選
で
は
、
時
津
達

也
理
事（
新
栄
商
会
社
長
）、

田
中
秀
典
理
事
（
ミ
ユ
キ
商

會
社
長
）
を
留
任
、
新
任
理

事
と
し
て
安
藤
義
和
氏
（
安

藤
専
務
）
、
三
木
喜
昌
氏

（
三
起
工
機
社
長
）
を
選
出

し
、
本
部
組
合
に
推
薦
す

る
。
支
部
長
の
野
崎
理
事
、

林
正
人
理
事
（
広
商
Ｎ
Ｅ
Ｘ

Ｕ
Ｓ
会
長
）
は
退
任
す
る
。

次
点
は
倉
地
克
明
氏
（
倉
地

社
長
）
。
ま
た
、
支
部
長
に

時
津
理
事
、
副
支
部
長
に
田

中
理
事
、
ほ
か
支
部
幹
事
６

名
を
承
認
し
た
。

倉
地
克
明
支
部
幹
事
の
閉

会
の
辞
で
総
会
を
終
了
。
引

き
続
き
懇
親
会
が
行
わ
れ
、

恒
例
と
な
っ
た
参
加
支
部
員

の
一
言
ス
ピ
ー
チ
な
ど
で
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

中
北
支
部
（
支
部
長
�
大

矢
顕
氏
・
大
矢
伝
動
精
機
社

長
）
の
支
部
総
会
は
４
月
１１

日
、
名
古
屋
市
東
区
の
「
民

芸
割
烹

八
雲
」
で
午
後
６

時
よ
り
行
わ
れ
た
。

松
吉
正
訓
支
部
幹
事
（
ジ

ー
ネ
ッ
ト
名
古
屋
支
社
長
）

の
司
会
進
行
の
も
と
、
は
じ

め
に
初
参
加
の
喜
一
工
具

（
北
支
部
よ
り
移
転
）
が
紹

介
さ
れ
た
。

続
い
て
、
大
矢
支
部
長
が

「
本
日
は
お
集
ま
り
い
た
だ

き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

審
議
の
方
、
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
挨
拶
。

資
格
審
査
に
お
い
て
、
支

部
員
２２
社
中
１２
社
出
席
、
委

任
状
８
社
、
合
計
２０
社
で
総

会
は
成
立
す
る
と
司
会
者
よ

り
報
告
さ
れ
た
。

大
矢
支
部
長
が
議
長
を
務

め
て
議
事
に
入
り
、
令
和
５

年
度
事
業
収
支
報
告
・
監
査

報
告
、
令
和
６
年
度
事
業
収

支
案
に
つ
い
て
審
議
、
い
ず

れ
も
原
案
通
り
承
認
可
決
さ

れ
た
。
今
年
度
は
本
総
会
の

ほ
か
、
工
場
見
学
会
（
９

月
）
、
親
睦
ゴ
ル
フ
会
（
９

月
）
、
忘
年
会
（
１２
月
）
の

開
催
を
計
画
し
て
い
る
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
で
は
、
髙
田
研
至
理
事

（
井
高
社
長
）
、
森
田
乾
嗣

理
事
（
モ
リ
タ
社
長
）
、
大

矢
顕
理
事
（
大
矢
伝
動
精
機

社
長
）
、
伊
藤
哲
生
理
事

（
春
日
鋼
機
社
長
）
４
名
全

員
の
留
任
を
承
認
し
、
次
点

の
堀
明
典
氏
（
金
馬
社
長
）

と
合
わ
せ
て
組
合
の
理
事
候

補
者
に
推
薦
す
る
。

ま
た
、
引
き
続
き
支
部
長

を
大
矢
理
事
が

務
め
、
支
部
の

会
計
監
査
に
つ

い
て
は
、
小
島

敏
裕
氏
（
小
島

機
鋼
会
長
）
が

退
任
し
、
新
た

に
相
羽
哲
弘
氏

（
東
郷
産
業
社

長
）
が
就
く
こ

と
を
承
認
し

た
。総

会
終
了
後

は
会
食
し
な
が

ら
、
工
場
見
学

の
訪
問
先
な
ど
今
年
度
の
事

業
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
。

南
支
部
（
支
部
長
�
中
川

雅
夫
氏
・
ナ
カ
ガ
ワ
社
長
）

は
４
月
１１
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

コ
ー
ト
名
古
屋
（
名
古
屋
市

中
区
金
山
町
）
で
支
部
総
会

を
開
催
し
た
。
支
部
員
数
４４

社
中
、
委
任
状
含
め
４３
社
が

出
席
。
司
会
を
務
め
た
加
藤

茂
氏
（
藤
清
商
会
社
長
）
か

ら
、
本
総
会
の
成
立
が
宣
言

さ
れ
た
。

ま
ず
は
じ
め
に
中
川
支
部

長
が
「
南
支
部
で
は
昨
年
度

い
ろ
ん
な
事
業
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
多
く
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
年
度

も
た
く
さ
ん
の
事
業
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
皆
さ
ん

奮
っ
て
ご
参
加
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
。

続
い
て
、
以
下
の
議
案
審
議

へ
と
移
行
し
た
。

【
第
１
号
議
案
】
令
和
５

年
度
（
令
和
５
年
４
月
１
日

〜
同
６
年
３
月
３１
日
）
事
業

報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算
報

告
・
会
計
監
査
報
告
承
認
の

件
▽
こ
れ
ら
は
満
場
一
致
で

承
認
可
決
さ
れ
た
。

【
第
２
号
議
案
】
令
和
６

年
度
（
令
和
６
年
４
月
１
日

〜
同
７
年
３
月
３１
日
）
事
業

計
画
案
、
収
支
予
算
案
承
認

の
件
▽
こ
れ
ら
は
満
場
一
致

で
承
認
可
決
さ
れ
た
。
南
支

部
の
令
和
６
年
度
事
業
は
以

下
の
通
り
。
①

当
日
�
支
部
総

会
、
②
令
和
６

年
１０
月
４
日
・

同
５
日
�
支
部

ゴ
ル
フ
大
会
、

③
日
時
未
定
�

支
部
ビ
ア
パ
ー

テ
ィ
ー
、
④
日

時
未
定
�
支
部

忘
年
会
、
⑤
令

和
７
年
１
月
１８

日
�
支
部
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
、

⑥
随
時
開
催
�
支
部
幹
事

会
。【

第
３
号
議
案
】
役
員
改

選
の
件
▽
①
組
合
理
事
�
奥

田
勝
彦
氏
（
東
邦
精
器
社

長
）
を
新
た
に
理
事
候
補
に

推
薦
。
②
南
支
部
幹
事
�
森

圭
介
氏
（
森
哲
社
長
）
が
新

た
に
就
任
。
こ
れ
ら
新
体
制

が
満
場
一
致
で
承
認
可
決
さ

れ
た
。

【
第
４
号
議
案
】
そ
の
他

の
件
▽
今
年
開
催
さ
れ
る
ロ

ボ
ッ
ト
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ジ
ャ

パ
ン
へ
の
集
客
活
動
が
呼
び

か
け
ら
れ
た
。

北
支
部
（
支
部
長
�
熊
田

誠
司
氏
・
久
満
田
商
会
社

長
）
の
支
部
総
会
は
、
４
月

１７
日
午
後
６
時
３０
分
よ
り
名

古
屋
市
中
区
の
「
梅
の
花

栄
店
」
で
開
催
さ
れ
た
。

司
会
の
長
村
康
義
理
事

（
長
村
商
店
社
長
）
に
よ
る

開
会
の
辞
で
始
ま
り
、
資
格

審
査
発
表
で
は
支
部
員
数
１４

社
中
、
当
日
出
席
７
社
、
委

任
状
含
め
過
半
数
を
超
え
る

出
席
に
よ
り
総
会
は
成
立
す

る
と
宣
言
さ
れ

た
。熊

田
支
部
長

が
挨
拶
に
立
ち

「
昨
年
は
、こ
れ

ま
で
コ
ロ
ナ
禍

で
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
色
々

で
き
た
の
で
、

良
い
年
で
あ
っ

た
と
感
じ
て
い

ま
す
。
今
期
か

ら
新
し
い
支
部

長
に
変
わ
る
予

定
な
の
で
、一

層
発
展
で
き
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
」と
述
べ
た
。

野
田
典
嗣
理
事
（
ノ
ダ
キ

社
長
）
を
議
長
に
選
出
し
て

議
案
審
議
に
移
り
、
令
和
５

年
度
事
業
報
告
、
同
収
支
報

告
、
監
査
報
告
、
令
和
６
年

度
事
業
計
画
案
を
い
ず
れ
も

原
案
通
り
承
認
可
決
し
た
。

令
和
６
年
度
の
主
な
支
部
事

業
は
①
日
帰
り
懇
親
会
②
忘

年
会
③
豊
川
稲
荷
初
詣
④
支

部
幹
事
会
⑤
総
会
。

役
員
改
選
で
は
、
長
村
康

義
理
事（
長
村
商
店
社
長
）、

熊
田
誠
司
理
事
（
久
満
田
商

会
社
長
）
、
野
田
典
嗣
理
事

（
ノ
ダ
キ
社
長
）
の
理
事
３

名
と
次
点
の
服
部
健
氏
（
伊

吹
産
業
社
長
）
を
全
員
留
任

と
し
、
本
部
組
合
に
推
薦
す

る
こ
と
を
承
認
。
ま
た
、
熊

田
支
部
長
に
代
わ
り
、
野
田

理
事
が
新
支
部
長
に
就
任
す

る
こ
と
も
承
認
し
た
。

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
組

合
事
務
局
の
滝
川
友
加
利
氏

よ
り
組
合
の
現
況
を
含
め
た

祝
辞
が
あ
り
、
総
会
を
終
え

た
。総

会
後
の
懇
親
会
で
は
、

和
や
か
に
情
報
交
換
な
ど
が

行
わ
れ
、
親
睦
を
深
め
た
。

◇

そ
の
他
、
三
河
支
部
（
支

部
長
�
三
井
重
信
氏
・
三
井

機
工
社
長
）
か
ら
は
、
斉
藤

健
治
理
事
（
三
豊
社
長
）
、

中
島
忠
幸
理
事
（
オ
ー
エ
ヌ

技
研
社
長
）
、
三
井
重
信
理

事
（
三
井
機
工
社
長
）
の
留

任
が
報
告
さ
れ
た
。
次
点
は

鈴
木
史
哉
氏
（
サ
カ
エ
機
工

社
長
）
。

東

支

部

野
崎
理
事
、林
理
事
が
退
任

新
理
事
候
補
に
安
藤
氏
、三
木
氏

南

支

部

北

支

部

ロ
ボ
ッ
ト
展
の
集
客
活
動
依
頼

新
年
度
か
ら
新
体
制
で

新
支
部
長
に
野
田
理
事（
ノ
ダキ

）

熊
田
理
事
、長
村
理
事
も
留
任

中
北
支
部

大
矢
支
部
長
ほ
か
全
理
事
留
任

会
計
監
査
に
相
羽
氏（
東
郷
産
業
）
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愛
知
県
機
械
工
具
商
業
協

同
組
合
（
理
事
長
�
水
谷
隆

彦
氏
・
ミ
ズ
タ
ニ
機
販
社

長
）
の
青
年
部
（
部
長
�
滝

澤
有
一
氏
・
松
本
商
店
社

長
）
は
４
月
２２
日
、
名
古
屋

市
熱
田
区
三
本
松
町
に
あ
る

同
組
合
事
務
所
に
て
４
月
度

役
員
会
を
開
催
し
た
。
こ
の

日
は
、
青
年
部
の
総
会
を
お

よ
そ
２
か
月
後
に
控
え
、
そ

の
運
営
方
法
や
配
布
資
料
の

作
成
を
ど
う
す
る
か
、
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

滝
澤
青
年
部
部
長
が
冒
頭

「
４
月
に
入
っ
て
新
し
い
期

と
な
り
、
さ
っ
そ
く
い
ろ
ん

な
事
業
が
動
き
出
し
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
親
睦
の
取
り
に

く
い
時
期
が
続
き
ま
し
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
先
、
一
つ
ひ

と
つ
の
事
業
が
う
ま
く
い
き

皆
さ
ん
が
親
睦
を
図
れ
る
よ

う
、
楽
し
い
青
年
部
を
目
指

し
て
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と

挨
拶
。
続
い
て
議
題
の
審
議

へ
と
移
っ
た
。

青
年
部
総
会
に
つ
い
て
だ

が
、
本
役
員
会
当
日
現
在
、

開
催
日
時
は
７
月
２
日
、
会

場
は
名
古
屋
市
中

区
の
東
京
第
一
ホ

テ
ル
錦
の
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

青
年
部
総
会

は
、
青
年
部
内
の

総
務
部
が
運
営
す

る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
総
会
当
日

の
進
行
な
ど
は
、

今
後
、
総
務
部
が

部
会
を
開
い
て
決

め
て
い
く
こ
と
と

な
っ
た
。
ま
た
、

総
会
資
料
な
ら
び

に
青
年
部
員
名
簿
に
つ
い

て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
簡
易
版
の

名
簿
し
か
作
ら
れ
て
こ
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、
今
一
度
、

青
年
部
員
の
情
報
を
確
認
し

直
し
て
名
簿
を
作
成
す
る
こ

と
が
本
役
員
会
で
確
認
さ
れ

た
。
そ
の
ほ
か
、
総
会
資
料

に
掲
載
す
る
２
０
２
３
年
度

事
業
報
告
や
２
０
２
４
年
度

事
業
計
画
、
２
０
２
４
年
度

の
青
年
部
予
算
な
ど
に
つ
い

て
確
認
さ
れ
た
。

青
年
部
の
総
会
で
は
同
組

合
理
事
長
・
副
理
事
長
な
ど

が
来
賓
と
し
て
招
か
れ
て
い

る
が
、
今
回
も
同
様
に
理
事

長
ら
へ
の
出
席
の
確
認
を
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

青
年
部
で
は
、
６
月
１３
日

に
改
め
て
役
員
会
を
開
催
す

る
こ
と
と
し
、
総
会
前
の
最

後
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
こ

と
と
な
っ
た
。

岐
阜
営
業
所
開
設

服
部
商
会

機
械
工
具
の
総
合
商
社
、

服
部
商
会
（
社
長
�
服
部
嘉

高
氏
、
本
社
�
愛
知
県
津
島

市
）
が
こ
の
ほ
ど
、
岐
阜
営

業
所
（
所
長
�
若
林
宗
幸

氏
）
を
開
設
し
、
５
月
９
日

よ
り
営
業
を
開
始
し
た
。

所
在
地
は
、
岐
阜
県
関
市

下
有
知
３９
（
〒
５
０
１
�
３

２
１
７
）
。

電
話
０
５
６
７
�
２５
�
２

１
３
３
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
０
５

６
７
�
２５
�
１
５
１
１
※
電

話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
本
社
に

て
対
応
。

創
業
１
８
９
９（
明
治
３２
）

年
、
ポ
ン
プ
・
ポ
ン
プ
装
置

の
販
売
・
取
り
付
け
・
点
検

・
修
理
等
を
行
う
岡
善
製
作

所
（
社
長
�
髙
木
繁
年
氏
、

所
在
地
�
名
古
屋
市
瑞
穂
区

姫
宮
町
）
は
、
桜
の
季
節
恒

例
の
「
春
の
宴
会
」
を
４
月

１２
日
、
名
古
屋
金
山
ホ
テ
ル

９
階
「
旅
籠
茶
家
か
や
か

や
」
に
て
開
催
し
た
。
こ
こ

数
年
は
感
染
症
の
影
響
で
休

会
し
て
い
た
も
の
の
、
こ
の

春
よ
り
解
禁
。
仕
入
先
の
ポ

ン
プ
メ
ー
カ
ー
や
施
工
業
者

な
ど
か
ら
お
よ
そ
３０
名
が
参

加
し
た
。
コ
ロ
ナ
前
ま
で
は

同
社
近
く
を
会
場
に
、
そ
の

後
は
山
崎
川
の
夜
桜
見
学
を

楽
し
ん
で
い
た
が
、
今
回
は

参
加
者
の
交
通
の
便
等
を
考

慮
し
て
便
利
な
金
山
駅
近
を

会
場
と
し
た
。

午
後
６
時
３０
分
、
髙
木
社

長
の
挨
拶
と
乾
杯
の
音
頭
を

皮
切
り
に
、
参
加
者
は
隣
席

同
士
で
の
挨
拶
や
情
報
交
換

で
ひ
と
し
き
り
盛
り
上
が
り

を
見
せ
、
後
半
で
は
豪
華
景

品
の
当
た
る
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

や
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を
思
い

っ
き
り
楽
し
ん
で
い
た
。

◇

１９
世
紀
末
、
初
代
・
岡
田

善
七
（
社
名
の
由
来
）
に
よ

り
「
木
製
消
防
用
手
押
し
ポ

ン
プ
」
の
制
作
を
始
め
、
１

８
９
９
（
明
治
３２
）
年
、
現

在
の
熱
田
区
金
山
町
に
手
押

し
ポ
ン
プ
の
製
造
・
販
売
を

手
掛
け
る
岡
善
製
作
所
が
誕

生
す
る
。
時
代
の
流
れ
と
共

に
手
押
し
ポ
ン
プ
は
木
製
か

ら
鋳
鉄
製
へ
井
戸
ポ
ン
プ
と

し
て
各
家
庭
に
広
く
普
及
す

る
こ
と
と
な
り
、
砂
対
策
と

し
て
「
沈
殿
器
」
を
考
案
し

（
大
正
２
年
特
許
出
願
第
２

５
４
２
７
號
）
こ
れ
が
ヒ
ッ

ト
し
た
。
そ
の
後
、
小
型
電

動
機
の
技
術
発
展
と
共
に
電

動
機
搭
載
の
カ
ス
ケ
ー
ド
ポ

ン
プ
「
Ｏ
Ｚ
Ｐ

岡
善
式
セ

ル
オ
ー
ト
ポ
ン
プ
」
の
生
産

を
開
始
し
、
ポ
ン
プ
メ
ー
カ

ー
と
し
て
名
古
屋
・
津
・
小

田
原
を
中
心
に
広
く
知
ら
れ

る
企
業
へ
と
成
長
す
る
。
し

か
し
、
昭
和
末
期
に
鋳
物
事

情
の
変
化
に
よ
り
、
自
社
製

ポ
ン
プ
の
生
産
を
終
了
。
そ

の
後
は
、
ポ
ン
プ
製
造
で
培

っ
た
専
門
技
術
と
経
験
を
、

各
ポ
ン
プ
メ
ー
カ
ー
の
代
理

店
・
特
約
店
と
し
て
生
か
し

現
在
に
至
る
。

愛
機
工
青
年
部
役
員
会

７
月
２
日
開
催
の
総
会
に
向
け
審
議

岡
善
製
作
所

約
３０
名
集
め
春
恒
例
の
親
睦
会

岡善製作所のために多くの参加者が集まる

著名なポンプメーカーからも多数参加者が
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